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第１章 南部町の将来像 
 

１．まちづくりの基本理念 
 
新たなまちづくりの考え⽅を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．南部町の将来像～10 年後のまちの姿～ 
 
新たなまちづくりの基本理念のもとで、町⺠と⽬指すまちの姿を共有するとと

もに、本町の魅⼒を広く発信していくために、将来像を以下のとおり定めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

将来的な人口減少や長寿化の中で、多様化する価値観

やライフスタイルに対応しつつ、町民が住み続けられる

持続可能なまちづくりを推進します。 

また、町に住む人と訪れる人が安全・安心や幸せを実

感し、未来に希望が持てるまちづくりを推進します。 

本町には先人から受け継がれてきた歴史・文化、伝統、風習などが

各地域に根付いています。これらは、まちでの暮らしを“達者”に営

むための、いわゆる“南部町らしさ”につながっています。今後、ま

ちの姿が変わっていく中でも子や孫に“南部町らしさ”を引き継いで

いくことで、世代や時代がつながっていきます。 

本町では、この先 10 年かけて、町民だけでなく、まちを訪れる人や

まちを想うすべての人の心をつなぎ、まちにかかわる人の笑顔であふ

れるまちを目指します。 

※  達者：学問・技芸などの道に熟達している人。達人。物事に慣れていて、巧みなさま。からだが丈夫で健康

なさま。 

みんながつながり達者※に暮らす 

笑顔あふれるまち 南部町
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第２章 戦略プロジェクト 
 

第 2 次総合振興計画においては、新たなまちの将来像の実現に向けて、「達者
村プロジェクト」、「⼈づくりプロジェクト」、「暮らし向上プロジェクト」の
3 つのプロジェクトを戦略的に打ち出していきます。 

戦略プロジェクトを検討するにあたっては、まちの強み・弱みなどを踏まえて
設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・名川・南部・福地のそれぞれの地区
に異なる特色がある 

・基幹産業である農業の中でも「さく
らんぼ」は県下随一の生産量を誇る 

・隣接する八戸市のベットタウンとし
て豊かな自然を感じられる多様な生
活スタイルが可能 

・農業振興に向けた農業高校との連携
が可能 

・県立自然公園に指定されている名久
井岳や一級河川馬淵川など豊かな自
然を有する 

・南部氏の居城である史跡聖寿寺館跡
や南部利康霊屋など南部氏関連文化
財が数多く残されている 

・グリーン・ツーリズムや農業体験な
ど農業関連の観光が強い 

・多様な公共施設により行政サービス
が充実している 

・特産品の全国的な知名度が低い 
・特産品を味わえる飲食店が町内に

少ない 
・進学や就職のタイミングで八戸市

などへの人口流出が大きい 
・農業高校卒業後に農業に従事する

人が少ない 
・馬淵川の水害の危険性 
・南部藩発祥の地としての知名度が

低い 
・冬期の観光資源が弱く、通年で観

光客を確保することが難しい 
・多くの公共施設の維持管理・運営

に関する財政負担が大きい 

まちの強み まちの弱み

活かす 克服
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１．達者村プロジェクト 
 
達者村プロジェクトとは、従来の達者村事業をベースに、農業振興や観光振興

などを通じて、地域活性化を⼀体的に推進するためのプロジェクトです。 
交流⼈⼝や関係⼈⼝を増やすことが、将来的な移住者の増加に繋がり、本町が

抱える⼈⼝問題の解決に寄与することが期待されます。 
特に、ブランド化に繋がる特産品や地域学などに精通した“達⼈”と呼ばれる⼈

の育成・発掘については、「⼈づくりプロジェクト」との関連性が強いものです。 
 
これまで本町で取り組んできた「達者村事業」は、「達者＝元気」の循環をコ

ンセプトとして、「町⺠⽣活の充実と来訪者が元気になれる地域づくり」を⽬指
す、地域ぐるみでの交流促進を図るものです。 

引き続き、⾃然や農業、歴史・⽂化など既存の観光資源を活⽤したまちの魅⼒
を発信し、国内外からの交流⼈⼝の拡⼤を図ります。さらに、将来的には町のフ
ァンになってもらい、こころの繋がりや地域との関わりを持つ「関係⼈⼝」を増
やし、⻑期滞在や移住に繋げることを⽬指します。 

基幹産業である農業については、農業経営の法⼈化などによる働き⽅改⾰や、
学校給⾷やイベントなどと連携した地域内消費の拡⼤を推進し、農作物の⽣産性
向上により地域産業の活性化を⽬指します。 

南部太ねぎやさくらんぼなど、南部町ブランドを確⽴し、達⼈による特産品の
認知度を⾼め商業の活性化を推進するとともに、幼少期からの⾷育を通じて地域
産業への理解を推進します。 

また、短命県と⾔われている⻘森県の中で、保健・医療・福祉の充実に加えて、
スポーツの振興により⼼⾝の健康づくりを推進します。 
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プロジェクトに位置付ける政策・施策
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２．人づくりプロジェクト 
 
⼈づくりプロジェクトとは、⼈⽣ 100 年時代を⾒据えて、希望するライフスタ

イルを実現していくことができる経済や社会を実現するとともに、町内だけに限
らず広く世界で活躍する町⺠を応援するためのプロジェクトです。 

町⺠の⾃⼰実現が満たされることで定住の促進が図られ、地域の担い⼿となる
⼈材が増え、地域内の消費が促進されると、地域産業の活性化に寄与することが
期待されます。 

地域活性化を図る「達者村プロジェクト」と、⽣活の基盤を整える「暮らし向
上プロジェクト」に関連し、プロジェクトを推進していくための原動⼒となるも
のです。 

 
具体的な取組としては、地域経済に新たな活⼒を⽣み出すため、誰もが挑戦で

きる環境として起業や雇⽤の促進を推進します。 
本町の豊かな⾃然環境や歴史・⽂化、芸能などの地域性を活かした⼦育て環境

づくりにより、⼦育てに対する経済的、⾝体的および精神的な負担の軽減を図り、
結婚・出産・⼦育てに対する希望を叶える取組を推進します。 

また、持続可能な社会を実現していく上で、今後の地域を担う次の世代の⼈材
を育成することが重要となるため、幼少期からの⽂化活動・地域活動を通じて郷
⼟愛の醸成を⽬指します。 

地域を担う⼈材が重要である⼀⽅で、世界に通⽤する本町出⾝の⼈材を育てる
ことも重要であることから、個⼈の魅⼒や能⼒などを広く発揮するため、コミュ
ニケーション⼒や国際感覚などの能⼒向上を⽬指します。 
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プロジェクトに位置付ける政策・施策
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３．暮らし向上プロジェクト 
 
暮らし向上プロジェクトとは、町⺠にとって安全・安⼼はもとより、経済的か

つ、快適で豊かな暮らしを実現するためのプロジェクトです。 
多様化する価値観やライフスタイルに対応した⽣活の基盤を整えることで、移

住と定住の促進が図られます。 
健康で⽂化的な⽣活は、「⼈づくりプロジェクト」で⾃⼰実現を満たすために

必要不可⽋なものです。 
 
具体的な取組としては、⾝近な暮らしを⽀える⽇常の買い物などの利便性や、

商店街のにぎわいや魅⼒の創出を推進します。 
健康・福祉については、地域包括ケアシステム※の機能拡充による健康福祉サ

ービスの充実を図りながら、いつまでも安⼼して住み続けられるまちを⽬指しま
す。 

町⺠が⽣まれ育った地域で住み続けられるまちづくりに向けて、地域公共交通
ネットワークの形成や住宅・宅地の供給により、便利で暮らしやすい⽣活基盤の
充実を推進します。 

防災や景観については、⾺淵川の治⽔対策などにより安全・安⼼を確保すると
ともに、まちの景観を保ち、住み続けたいまちづくりを進めます。 

⾃⼰実現のための学びや芸術・⽂化を通じた感性の磨きなど、⽂化的な暮らし
を実現できるまちを⽬指します。 

⾏財政改⾰については、地域間の連携を強化する⼀⽅で、特性の異なる地域の
⾃主性と⾃⽴性の維持・向上を図るとともに、⼋⼾圏域連携中枢都市圏の構成町
として近隣市町村との広域連携を推進していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※  包括ケアシステム：保健・医療・福祉の関係機関が連携を図り、住民が必要とするときに適切なサービスを

提供する包括的な仕組み。 
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プロジェクトに位置付ける政策・施策

・  
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第３章 分野別施策 
 
 
 

基本目標１ 産業振興で活力と交流に満ちたまち 
 
安全・安⼼な⾷料⽣産拠点を⽬指す農業振興を基本に、農業や商業、⼯業、観

光などの各産業間の連携を強化し、活⼒あるまちづくりを⽬指します。 
町内外の⼈々が様々な機会を通して活発に交流する、ふれあいに満ちたまちづ

くりを⽬指します。 
 

政策１ 地域を支える農業の振興 
多様な農業経営体の育成・強化、農業後継者の確保・育成、特産品の開発と普

及、魅⼒ある農村環境づくり、冬の農業振興などを展開して地域経済を⽀える
「農林業の振興」を推進します。 

 

政策２ 賑わいと暮らしを支える商工業の振興 
魅⼒的な商業環境の形成により賑わいを創出する「商業の振興」を推進すると

ともに、モノづくりにより暮らしを活性化する「⼯業の振興」を推進します。 
 

政策３ 新たな活力を生み出す雇用対策の推進 
雇⽤の場の創出や労働環境の改善などにより、すべての就労者が誇りとやりが

いを持って快適に働ける「雇⽤環境の整備」を推進します。 
 

政策４ 交流を促進する観光・交流産業の振興 
本町の農業観光資源を活⽤して、⼼⾝のリフレッシュを図るグリーン・ツーリ

ズムの取組により、都市農村交流、農業体験修学旅⾏などによる「交流⼈⼝の拡
⼤」を図ります。 

また、これらに取り組んでいくとともに、南部藩発祥の地として貴重な調査成
果をもとに、史跡聖寿寺館跡の史跡公園としての整備を進め、出⼟した貴重な遺
物等の展⽰収蔵施設の整備・充実により「観光の振興」を推進します。 

交流⼈⼝の拡⼤や観光の振興を進めることで、南部町ファンとして⼼を寄せて
関わってくれる関係⼈⼝を増やしながら「移住の促進」を図ります。 
  

産業・雇用 
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基本目標２ 保健・医療・福祉が充実して  

安全・安心・快適に暮らせるまち 
 
保健・医療・福祉が連携した地域包括ケアシステムの機能が拡充され、町⺠⼀

⼈ひとりが健やかに暮らすことのできるやさしいまちづくりを⽬指します。 
 

政策５ 健康に暮らせる保健・医療・福祉の充実 
健康づくり事業の総合的な推進、保健・医療・福祉が連携した地域包括ケアシ

ステムの機能を活⽤した「健康・医療体制の充実」、すべての町⺠が地域の中で
⽀え合い、ともに⽣きることができるような「地域福祉の充実」を推進します。 

安⼼して⼦育てしやすい環境を地域全体で⽀える「結婚・出産・⼦育て⽀援の
推進」、⾼齢者や障がい者が安⼼して暮らせる「⾼齢者福祉の充実」や「障がい
者福祉の充実」、町⺠⼀⼈ひとりを⼤切にし、やさしさに満ちたまちづくりを⽀
える「社会保障制度の充実」を推進します。 

 

政策６ 便利で暮らしやすい生活基盤の充実 
町内での⽇常⽣活や観光・レジャーなどの⽬的施設へのアクセス性を⾼める

「道路・公共交通ネットワークの形成」を推進するとともに、多様なニーズに対
応し、快適な住環境を⽀える「住宅・宅地の供給」、⽇常⽣活をより便利で快適
にする「⾼度情報化への対応」を促進します。 

 

政策７ 安心して暮らせる防災・安全の充実 
⽔害や⼟砂災害をはじめとする災害に強いまちを⽀える「消防・防災体制の充

実」を推進するとともに、防犯環境の整備と防犯体制の充実による犯罪のないま
ちを⽀える「防犯対策の充実」を推進します。また、安全施設の整備と安全教育
の推進による交通事故のないまちを⽀える「交通安全の推進」を図ります。 

  

健康・医療・福祉
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基本目標３ 環境と共生して幸せを実感できるまち 
 
豊かな⾃然、美しい景観を守り、環境に配慮した快適で住みやすいまちづくり

を⽬指します。 
まちの発展に向けた計画的かつ調和のとれたまちづくりを⽬指します。 

 

政策８ 豊かでかけがえのない自然環境の形成 
名久井岳や⾺淵川に代表される豊かな⾃然環境、優れた景観により安らぎを感

じるまちを形成する「⾃然環境・景観の保全と活⽤」を図るとともに、あらゆる
環境問題を町⺠とともに考え、環境にやさしいまちを実現する「環境と共⽣する
循環型社会づくり」を⽬指します。 

 

政策９ 快適で住みやすい生活環境の形成 
廃棄物の発⽣抑制（リデュース）、再使⽤（リユース）、再⽣利⽤（リサイク

ル）の 3Ｒ運動などによる「環境衛⽣対策の充実」を進めるとともに、⼋⼾圏域
⽔道企業団などと連携し、健康で快適な⽣活に⽋かすことのできない「上⽔道・
下⽔道の維持」を進めます。また、各種団体などと連携し、個性あふれる「公
園・緑地の形成」を推進します。 

 

政策１０ 適正な土地利用の推進 
⻑期的かつ広域的な視点に⽴った「計画的な⼟地利⽤の推進」を図るとともに、

計画的かつ調和のとれた⼟地利⽤を促進する「まちを形成する⾻格の形成」を推
進します。 

  

環境・生活 
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基本目標４ 明日を担う人を育て      

一人ひとりの個性を活かすまち 
 
町⺠が、同世代あるいは世代間で、⾃主的に⽣涯学習活動に取り組むことがで

きるまちづくりを⽬指します。 
古くから地域に伝わる⽂化や伝統を守り後世に伝えるための活動や、新しい⽂

化を創造するための活動など、様々な場⾯で⼈づくりを⽀援し、⼀⼈ひとりの個
性を⼤切にするまちづくりを⽬指します。 

 

政策１１ 未来を担う人づくりの推進 
⼼⾝ともに健全で、⽣きる⼒を持つ⼦どもを育む「学校教育の推進」、⽣涯に

わたって学べる「⽣涯学習・社会教育の充実」、いつまでも健康的な⾝体で暮ら
せる「⽣涯スポーツの振興」、「⻘少年健全育成の推進」、「幅広い視野を持つ
⼈材の育成」を推進します。 

 

政策１２ 貴重な地域文化の継承と新たな文化の創造 
スポーツ・レクリエーション施設の整備など⽂化・芸術、スポーツに親しむ

「芸術・⽂化の振興」を推進します。また、地域に伝わる貴重な⽂化財や史跡、
伝統芸能等の調査・研究により、⽂化財の保存と伝統⽂化が息づく「歴史・⽂化
遺産の保存と伝承」を図ります。 

 

  

教育・文化 
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基本目標５ 協働と参画により町民が主役になるまち 
 
⾃分たちのまちは⾃分たちでつくるという意識を醸成しながら、町⺠⼀⼈ひと

りが⽣き⽣きとして、地域や世代で連携しながら、町⺠と⾏政の協働によるまち
づくりを⽬指します。 

 

政策１３ 地域を活性化するコミュニティ活動の推進 
町⺠の⾃主的なまちづくりを推進することにより、町⺠同⼠が繋がることで

「地域を活性化するコミュニティ活動の推進」を図ります。 
 

政策１４ 協働と参画によるまちづくりの推進 
町⺠と⾏政が情報を共有する体制をつくり、各種⾏政計画の策定、公共施設の

整備・運営、公共サービスへの町⺠・地域団体の参画により、町⺠が⽣き⽣きと
暮らす「協働と参画によるまちづくりの推進」を図ります。 

 

政策１５ 男女共同参画社会と人権尊重社会の構築 
男⼥が社会の対等な構成員として、⾃らの能⼒が発揮できる「男⼥共同参画社

会」を推進するとともに、⾃由に個⼈の思想や意⾒、⾏動が表現できる「⼈権尊
重」の社会づくりを推進します。 
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基本目標６ 計画的・効率的な行財政運営を目指すまち 
 
健全で安定した⾏財政運営を継続し、町⺠に対する⾏政サービスの維持向上を

⽬指します。 
 

政策１６ 効率的な行財政運営と広域行政の推進 
地⽅分権社会の中で⾃⽴した⾏政運営システムを構築する「⾏政改⾰の推進」

とともに、財政基盤を固める「財政運営の健全化」を図ります。 
また、国、県および関係機関などと連携強化し、多様な⽣活関連機能サービス

が享受できる「広域⾏政の推進」を図ります。 
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